
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
漢
國
神
社
は
、
日
本
に
饅
頭
の
製
法
を
伝
え
た

り
ん
じ
ょ
う
い
ん

林
浄
因
を
祀
る
林り
ん
神
社
が
あ
る
こ
と
で
も
有
名
で
す
。

浄
因
は
室
町
時
代
に
、
宋（
中
国
）で
修
業
し
た
京
都

建
仁
寺
の
僧
・
龍り
ゅ
う
ざ
ん
と
く
け
ん

山
徳
見
に
随
従
し
て
来
朝
し
た
渡
来

人
で
、
漢
國
神
社
社
頭
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

「
饅
頭
ま
つ
り
」
と
「
節
用
集
ま
つ
り
」

　

漢
國
神
社
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
・
祭
事
が
あ
り
ま

す
が
、
中
で
も
有
名
な
の
が
、
毎
年
4
月
19
日
に
行
わ

れ
る「
饅
頭
ま
つ
り
」で
す
。
林
浄
因
の
偉
業
を
讃
え
、

菓
子
業
界
の
繁
栄
を
祈
願
す
る
祭
り
で
、
浄
因
の
末
裔

が
経
営
す
る
東
京
の
老
舗
和
菓
子
店
・
塩
瀬
総
本
家
を

始
め
、
全
国
の
菓
子
メ
ー
カ
ー
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
菓
子

を
献
じ
、
ま
た
先
着
5
0
0
人
の
参
拝
者
に
、
無
料
で

紅
白
饅
頭
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。「
林
浄
因
命
が
伝
え
た

の
は
、
現
在
で
い
う
肉
ま
ん
の
よ
う
な
も
の
で
、〝
ま
ん

と
う
〟と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
師
匠
の
龍
山
徳

見
が
居
る
建
仁
寺
に
持
っ
て
い
く
の
に
、
仏
前
に
肉
を

献
じ
る
の
は
と
、
甘
く
炊
い
た
小
豆
を
詰
め
、
現
在
の

饅
頭
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
」と
梅
木
宮
司
。
当
時
は

砂
糖
は
貴
重
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
甘あ
ま
ず
ら葛
と
い
う
ツ
タ
の

汁
を
煮
詰
め
て
作
る
甘あ
ま
ず
ら
せ
ん

葛
煎
を
使
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
、
市
内
の
小
学
校
で
は
、
甘
葛
煎
を
再
現
す
る
実
習

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
漢
國
神
社
は
、
菓
子
業
者
だ
け
で
な
く
、
印
刷

2021年 第21号すみれタイムス 発行：株式会社 公益社
〒630-8113　奈良市法蓮町413番地
TEL/0742-23-2115 
FAX/0742-26-3338
http://www.narakoueki.co.jp/

S U M I R E  T I M E S

賑
や
か
な
市
街
地
に
鎮
ま
る
古
社

　

近
鉄
奈
良
駅
か
ら
も
近
い
市
街
地
の
一
角
に
鎮
ま

る
漢
國
神
社
。
推
古
天
皇
元
年（
5
9
3
）
に
勅
命
に

よ
り
創
建
さ
れ
た
、
奈
良
市
内
最
古
の
神
社
の
ひ
と

つ
で
す
。
古
く
は
春か
す
が
い
さ
が
わ
さ
か
お
か
し
ゃ

日
率
川
坂
岡
社
と
呼
ば
れ
、
南
へ

2
5
0
ｍ
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
率
川
神
社
と
創
建
年

代
が
同
じ
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
一
体
の
神
社
だ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
梅う
め
き
は
る
お
き

木
春
興
宮
司
は「
市
街

地
の
中
と
は
い
え
、
大
通
り
か
ら
は
や
や
奥
ま
っ
た
場

所
に
あ
り
、
背
後
は
お
寺
と
天
皇
陵
。
心
静
か
に
お
参

り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
率
川
神

社
が
現
在
、
桜
井
市
大
神
神
社
の
摂
社
と
な
っ
て
い
る

の
に
対
し
、
漢
國
神
社
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
春
日
大

社
と
大
神
神
社
の
神
職
が
合
同
で
祭
祀
し
、
明
治
以
降

は
独
立
し
た
神
社
と
な
り
ま
し
た
。

　

祭
神
は
大
神
神
社
と
同
じ
大お
お
も
の
ぬ
し

物
主
命
で
、
奈
良
時
代

に
入
り
、
藤
原
不ふ

ひ

と

比
等
に
よ
っ
て
大お
お
な
む
ち

己
貴
命
、
少す
く
な
ひ
こ
な

彦
名

命
が
合
祀
さ
れ
、
い
つ
か
ら
か
大
物
主
命
を
園そ
の
か
み神
、
大

己
貴
命
、
少
彦
名
命
を
韓か
ら
か
み神
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
安
遷
都
後
は
平
安
宮
内
に
園
神
、
韓
神
を
祀
る

社
が
造
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
漢
國
神
社
か
ら
分
祀

業
者
や
記
者
な
ど
か
ら
も
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
室
町
時
代
末
期
に
、
林
家
の
子
孫
で
和
漢

学
者
で
も
あ
っ
た
林
宗
二
が
、
日
本
最
初
期
の
国
語

辞
典
で
あ
る『
饅ま
ん
じ
ゅ
う
や
ぼ
ん
せ
つ
よ
う
し
ゅ
う

頭
屋
本
節
用
集
』を
作
り
、
広
め
た

こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
梅
木
宮
司
は「
奈
良
は
平
安
遷

都
後
も
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
の
発
祥
地
と
な
り
ま
し

た
。
当
社
の
北
に
は
、
わ
び
茶
の
創
始
者
と
さ
れ
る
村

田
珠じ
ゅ
こ
う
光
が
居
た
称
名
寺
が
あ
り
、
饅
頭
の
発
祥
と
関
係

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
節
用
集
が
印
刷
で
き
た
の

も
、
興
福
寺
に
近
く
、
墨
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
と
関

り
が
あ
る
で
し
ょ
う
」と
話
し
ま
す
。
こ
の
林
宗
二
を

顕
彰
す
る「
節
用
集
ま
つ
り
」は
、
例
年
9
月
15
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

神
社
を
身
近
に
感
じ
れ
ば
暮
ら
し
は
も
っ
と
豊
か
に
な
る

　

漢
國
神
社
境
内
は
樹
々
に
覆
わ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
囲
ま
れ
た
市
街
地
と
は
別
世
界
の

よ
う
で
す
。
大
通
り
に
面
し
た
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
神
門

が
あ
り
、
そ
の
先
に
は
拝
殿
、
本
殿
が
一
直
線
に
並
び

ま
す
。
本
殿
は
桃
山
時
代
の
建
築
で
、
県
内
で
最
初
に
、

すみれ倶楽部会員様に年２回、日々の暮らしをちょっと楽しくしてくれる、素敵な情報をお届けしています。

奈
良
県
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本

殿
を
囲
む
よ
う
に
し
て
林
神
社
、
葵
神
社
、
源
九
郎
稲

荷
神
社
な
ど
の
摂
社
・
末
社
が
並
び
、
順
に
お
参
り
し

な
が
ら
、
本
殿
を
正
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
横
か
ら
も

拝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
徳
川
家
康
が
奉
納
し
た
鎧

も
伝
わ
っ
て
お
り
、
実
物
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託

し
て
い
ま
す
が
、
日
曜
日
に
は
神
楽
殿
で
、
精
巧
な
レ

プ
リ
カ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
人
の
神
社
離
れ
が
言
わ
れ
て
久
し
く
、
特
に
若

い
世
代
で
は
、
氏
子
町
に
住
ん
で
い
て
も
、
そ
の
意
識

が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
神
社
の

祭
事
に
は
農
耕
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
。
会
社
勤
め
の

方
が
多
い
現
在
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
と
直
接
結
び
つ

か
な
い
部
分
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
梅
木
宮

司
。
た
だ
、
仮
に
会
社
勤
め
で
あ
っ
て
も
、
旬
の
味
覚

を
楽
し
む
以
上
、
収
穫
に
感
謝
す
る
祭
事
な
ど
と
無
関

係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
最
近
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
歴
史
を
振
り
返

れ
ば
、
日
本
人
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
、
疫
病
と
戦
っ
て

き
ま
し
た
。
古
社
寺
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
象
徴
で

も
あ
り
、
漢
國
神
社
で
も
、
6
月
15
日
に
疫
病
封
じ
の

「
鎮は
な
し
ず
め華・
菖
蒲
祭
」を
、17
日
に「
鎮
華
・
三さ
き
く
さ枝
祭
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

仮
に
通
勤
・
通
学
途
中
の
短
い
時
間
で
あ
っ
て
も
、

緑
の
中
で
手
を
合
わ
せ
る
だ
け
で
、
慌
た
だ
し
い
日
常

か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
神
道
に
特
別
な
教
義

は
無
く
、
違
う
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
人
も
、
神
社
は

受
け
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
梅
木
宮
司
は「
お
参
り
の
作

法
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
、

気
軽
に
参
拝
し
て
い
た
だ
き
、
神
社
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

 

漢か

ん

國ご

う

神じ

ん

社じ

ゃ

拝観データ �
住　所／奈良市漢國町2住　所／奈良市漢國町2
電　話／ 0742-22-0612電　話／ 0742-22-0612
拝観料／拝観自由拝観料／拝観自由
駐車場／ 6台駐車場／ 6台

【行事案内】【行事案内】
4月19日	 �林神社例大祭� 	4月19日	 �林神社例大祭� 	

「饅頭まつり」「饅頭まつり」
6月5日	 鎮華・菖蒲祭6月5日	 鎮華・菖蒲祭
6月17日	 鎮華・三枝祭6月17日	 鎮華・三枝祭
9月15日	 �林神社顕彰祭� 	9月15日	 �林神社顕彰祭� 	

「節用集まつり」「節用集まつり」
10月17日	漢國神社例大祭10月17日	漢國神社例大祭

奈良女子
大学

奈良県庁

J
R
奈
良
駅

ホテル
日航

近鉄奈良駅

猿沢池

三条通り

船
橋
通
り

や
す
ら
ぎ
の
道

も
ち
い
ど
の
通
り

東
向
商
店
街

さ
く
ら
通
り漢國神社

率川神社

754

▲ 饅頭まつりでは、全国から菓子業界の人らが参拝に訪れる

▲ 林浄因命を祀る林神社

▲ �林浄因が子孫繁栄を祈り、紅白饅頭を
埋めたと伝わる饅頭塚

▲ �神楽殿で日曜日に公開される徳川家康
寄進の鎧（複製）

▲ �やすらぎの道に面して鳥居が立つ

▲ �桃山建築の本殿と一体となった拝殿

ようこそ 神社へ



メモリアルホール登美ヶ丘

〒630-0115 生駒市鹿畑町64-1　　〒630-0115 生駒市鹿畑町64-1　　  0120-51-0112 0120-51-0112
ほうれん会館・公益社本社

〒630-8113 奈良市法蓮町413番地　　〒630-8113 奈良市法蓮町413番地　　  0120-23-2115 0120-23-2115
ならやま会館

〒630-8105 〒630-8105 奈良市佐保台奈良市佐保台1-3574-4　　1-3574-4　　  0120-71-4211 0120-71-4211

お
客
様
に
ゆ
た
か
な

〝
と
き
〟を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

梅
の
花
で
は
、
お
客
様
の
健
康
を
考
え
て
、
安
心
し
て
お
召

し
上
が
り
い
た
だ
け
る
素
材
を
吟
味
し
て
い
ま
す
。

　

湯
葉
と
豆
腐
と
い
う
日
本
伝
統
の
食
材
を
ベ
ー
ス
に
一
品
一

品
丁
寧
に
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
料
理
を
お
出
し
し
て
お
り
ま
す
。

会員特典
店内飲食で、グループ皆様に
生小orソフトドリンク 
1杯ずつサービス

※コロナウイルス感染症拡大防止のため、ご来場の方にマスクの着用をお願いしております。

0120-51-0112 0743-70-0112

近鉄けいはんな線 学研奈良登美ヶ丘より徒歩6分

すみれ倶楽部にお友達を
紹介していただいた会員様に

QUOカード 1,000円分を
プレゼント！

2F

3F 3F 1F

1F 1F

献血献血献血献血

10/22(金) 16:00締切

10:00～15:00
14：00
～14：30 10:00～15:00

10:00～15:00

受付 10:00～12:00、13：15～15：30

10 23 9:00～15:30（土）
メモリアルホール登美ヶ丘 生駒市鹿畑町64-1

※供養代無料。お気持ちで日本赤十字
社への募金、献血にご協力ください。

※人形以外のケースや雛壇は、１つ
500円を廃棄代としていただきます。

ご自宅で眠っている本を当会館にお持ちいた
だき、次に大切にしてくださる方へとリレーし
ていきます。本好きな方！ 掘り出し物があるか
もしれません。ぜひお好きな本を見つけてお持
ち帰りください。※著名人の文学書もあり。

※メモリアルホール登美ケ丘、ほうれん会館、ならやま会館にて前
日まで受付いたします。本の整理と陳列の都合上、ご協力お願い
いたします。（数冊程度は当日持込み可）
※お持ち帰りの本代はいただいておりません。
お気持ちで日本赤十字社へ募金と献血にご協力ください。

受付
9：00～15：00
供養＆法話
15：00～15：30　

使われなくなったゴル
フクラブを買取いたし
ます。
買取価格がつかない
クラブは、そのまま回
収廃棄も可能です。

※献血にご協力頂いた方に「ハーゲンダッツアイス
クリーム券」と「BOXティッシュ3箱」進呈。
※骨髄バンクの登録も行っております。

本の持ち込み受付は

提携店 
ゴルフグレージ

献血

ゴルフクラブ買取
みんなで楽しむ
落語会

生前整理の相談
デリカテッセン 
イーハトーヴ
出張販売

数々のアマチュア大会で、
受賞歴を持つ実力派
「五月家ちろり」さんに
よる落語会。
ぜひお楽しみください。

残された子供や家族が困らないように、
元気なうちに整理してみませんか？
無料相談、無料見積り承ります。

青葉仁さんで売切れ続出の人気の
パンや焼き菓子、
大人から子供まで
大満足の本格
カレーの販売です。

リサイクルや買受のご相談も

社会福祉法人 青葉仁会こころのメンテナンスに！

9：00～15：30

●9：00～整理券配布
●定員20名 
●無料

前回好評

1F 1F

生前整理15,000円～

before after

提
携
店
の
ご
紹
介

梅
の
花 

奈
良
店

あんな店　
　こんな店

T E L：0742-53-5501
住所：〒631-0072 奈良市二名1-2378
営業時間：�〔昼〕	 11時～ 15時30分	（14時30分OS）	

〔夜〕	 17時～ 21時30分	（20時30分OS）
定休日：年末年始
URL：http://www.umenohana-restaurant.com.jp/

新しく
提携店に
なりました

近鉄富雄駅

枚方大和郡山線

育英西中高●

●奈良市立
　二名中学

梅の花 
奈良店

応募方法�
① A〜 E の希望の観光地を 2 つ ②会員番号 ③お
名前 ④ご住所 ⑤お電話番号 ⑥すみれタイムスへの
ご意見・ご感想をご記入の上、官製ハガキもしくは
FAX、ホームページのお問い合わせフォームからご
応募ください。

投票期間�
11 月 1日の消印有効まで

投票方法�
A〜 Eのプランの中で訪れてみ
たいと思う観光地を 2つ選んで
投票してください。 応募先 �〒630-8113 奈良市法蓮町 413�

㈱公益社 すみれ倶楽部事務局 係
ＦＡＸ 0742-26-3338

日帰りバス旅行
行先投票 !!

会員様が
選ぶ

E

※�投票した方が必ずバス旅行へ参加できる
ものではございません。
※�新型コロナウイルス感染症の終息の兆し
が未だ見えない為、日帰りバス旅行開催
の目途は立っておりません。
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2019 年
日帰りバス旅行

好評企画 

コロナが終息したら行きたい場所はどこですか？
　新型コロナウイルス感染症による自粛期間中、すみれ倶楽部事務局スタッフで日帰
りバス旅行の企画を持ちよりました。
　たくさんの行先候補がでましたので、会員のみなさまに選んでいただき、コロナが終
息し自粛生活が明けたら、一位に輝いた観光地へご案内したいと思います。

出 品 水 性
クイズの答え

～頭の体操～ 漢字ナンクロクイズ漢字ナンクロクイズ
すみれタイムス20号

　たくさんのご応募誠にありがとうご
ざいました。頂いた貴重なご意見、ご
感想を１件ずつ拝読いたしました。
　今後のすみれ倶楽部の活動に反映で
きるよう、スタッフ一同尽力して参り
ます。 蚊帳生地で作られており、お弁当包みや小物入れにお使いいただけます。

どの色が当たるかお楽しみに！

「井上企画・幡 みゆき袋」 を「井上企画・幡 みゆき袋」 を
30 名様にプレゼント！30 名様にプレゼント！

投票してくださった方の中から抽選で

井上企画・幡かやツートン みゆき袋
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